
ご相談は

瑞浪商工会議所へ

の
ち
に
虎
渓
山
に
移
り
名

僧
の
下
で
修
行
を
重
ね
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
名
古
屋
歩
兵

連
隊
に
勤
務
し
て
い
た
頃
、

師
の
愚
庭
和
尚
が
亡
く
な

り
、
兄
弟
子
で
あ
っ
た
恭

道
和
尚
（
十
二
代
住
職
）

が
後
を
継
ぎ
ま
し
た
。

　
明
治
24
年
（
１
８
９

１
）
に
朴
雲
が
除
隊
す
る

と
、
恭
道
和
尚
は
住
職
を

朴
雲
に
譲
っ
て
加
茂
の
寺

院
へ
と
移
り
、
朴
雲
が
天

猷
寺
十
三
代
住
職
と
な
り

　
朴
雲
（
朴
雲
祖
瑞
）
は

現
在
の
愛
知
県
丹
羽
郡
の

百
姓
の
家
に
生
ま
れ
、
八

歳
の
時
に
天
猷
寺
・
愚
庭

和
尚
（
十
一
代
住
職
）
に

弟
子
入
り
し
ま
し
た
。

　
目
か
ら
鼻
に
抜
け
る
利

発
さ
と
真
面
目
な
人
柄
が

和
尚
に
高
く
評
価
さ
れ
、

ま
し
た
。

　
住
職
と
な
っ
た
朴
雲
は

庫
裏
や
諸
堂
を
改
修
し
て

寺
観
を
改
め
る
と
と
も
に
、

歴
代
住
職
や
寺
の
歴
史
、

江
戸
時
代
の
領
主
・
馬
場

氏
の
調
査
や
顕
彰
な
ど
を

行
い
、
天
猷
寺
十
境
の
碑

や
ハ
ナ
ノ
キ
門
の
歌
碑
を

た
て
る
な
ど
し
ま
し
た
。

　
ま
た
明
治
末
期
に
は
地

域
住
民
ら
と
と
も
に
竜
吟

の
滝
の
開
発
を
行
う
な
ど
、

文
化
財
の
調
査
や
保
護
、

ま
た
地
域
振
興
な
ど
に
大

き
な
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。

【
解
説
】
瑞
浪
市
教
育
委

員
会
ス
ポ
ー
ツ
文
化
課

 

砂
田
　
普
司
　
氏

文
化
財
の
調
査
や
保
護
、地
域
振
興
に
貢
献

  

馬
場 

朴ぼ

く

雲う

ん

慶
応
2
年（
１
８
６
６
）〜
昭
和
20
年（
１
９
４
５
）　【
釡
戸
町
】
瑞浪市ゆかり
の偉人 ⑧

２
１
６
４
社
が
出
展
、
３

日
間
で
約
14
万
５
千
人
が

来
場
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
ま
ん
延
防
止
下
で
感
染

フ
ト
・
シ
ョ
ーLIFE

×

D
ESIG

N

並
び
に
グ
ル

メ
＆
ダ
イ
ニ
ン
グ
ス
タ
イ

ル
シ
ョ
ー
春
と
同
時
開
催

で
２
月
８
日
〜
２
月
10
日

の
３
日
間
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
（
東
展
示
棟
）
を
使

用
し
て
開
催
さ
れ
、
当
市

か
ら
㈱
ア
ワ
サ
カ
、
㈱
小

倉
陶
器
、
㈱
生
活
の
木
の

３
社
が
ブ
ー
ス
を
作
り
出

展
し
た
。

　
今
回
の
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー

は
、「
自
然
と
の
共
生
　

花
と
緑
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

ラ
イ
フ
の
魅
惑 
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ⅱ
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
開

催
さ
れ
、
３
展
合
わ
せ
て

　
当
商
工
会
議
所
の
産
業

振
興
販
路
開
拓
支
援
事
業

の
一
環
と
し
て
、
第
93
回

東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ギ
フ
ト
・
シ
ョ

ー
春
２
０
２
２
が
、
ギ

防
止
対
策
を
徹
底
し
て
の

開
催
と
な
り
、
昨
年
に
引

き
続
い
て
間
隔
を
あ
け
て

の
入
場
や
人
数
制
限
が
行

わ
れ
た
た
め
と
、
10
日
に

降
雪
予
報
が
出
た
た
め
来

場
者
は
例
年
に
比
べ
若
干

少
な
か
っ
た
。
今
回
オ
ン

ラ
イ
ン
機
能
を
よ
り
充
実

さ
せ
て
の
開
催
と
な
り
、

バ
イ
ヤ
ー
が
使
い
や
す
く

会
期
後
も
商
談
を
継
続
で

き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が

構
築
さ
れ
て
い
た
。

　
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー

は
、
新
作
発
表
や
販
路
開

拓
・
拡
大
の
き
っ
か
け
を

作
る
の
に
適
し
て
い
る
。

　
次
回
は
９
月
７
日
か
ら

９
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
。

　
出
展
に
つ
い
て
の
お
問

合
わ
せ
は
、
瑞
浪
商
工
会

議
所
☎
６
７
‐
２
２
２
２

ま
で
。

　
瑞
浪
商
工
会
議
所
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
経
営
へ

の
影
響
を
受
け
た
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
相

談
に
対
応
す
る
た
め
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関

す
る
経
営
相
談
窓
口
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
第
６
波
で
、
本

県
で
も
職
場
や
学
校
、
家

庭
内
な
ど
、
日
常
の
あ
ら

ゆ
る
場
で
感
染
が
発
生

し
、
病
院
の
医
療
体
制
も

危
機
的
な
状
況
に
依
然
と

し
て
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が

岐
阜
県
で
も
発
令
さ
れ
、

飲
食
店
に
対
す
る
営
業
時

間
短
縮
、
夜
間
の
外
出
自

粛
、テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
、

旅
行
の
自
粛
等
の
取
組
が

求
め
ら
れ
、
当
地
域
に
お

い
て
も
顧
客
の
減
少
に
伴

う
売
り
上
げ
の
減
少
が
見

ら
れ
、
厳
し
い
経
済
状
況

下
に
あ
り
ま
す
。

　
当
所
で
は
、
事
業
継
続

に
奮
闘
し
て
み
え
る
事
業

者
に
対
し
て
、
国
・
県
等

の
経
済
対
策
の
最
新
の
情

報
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
是
非
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▲会場の東京ビッグサイト

▲㈱アワサカのブース

▲㈱小倉陶器のブース

東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
フ
ト・シ
ョ
ー
春
２
０
２
２

瑞
浪
か
ら
㈱
ア
ワ
サ
カ
、
㈱
小
倉
陶
器
、
㈱
生
活
の
木
の
３
社
が
出
展

     

販
路
開
拓
・
拡
大
に
最
適
な
展
示
会
！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　影
響
に
よ
る
経
営
相
談
は
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瑞
浪
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

☎
０
５
７
２
‐
６
７
‐
２
２
２
２

　
０
５
７
２
‐
６
７
‐
２
２
３
０

info@
m
zcci.or.jp

FAX

相
談
所
だ
よ
り

補
助
金
の
ご
相
談
は
会
議
所
へ

事業に関するご相談は、瑞浪商工会議所までお気軽にご連絡ください。☎ 67-2222

おじゃま
します

リレー訪問リレー訪問

　
決
算
・
確
定
申
告
の
準

備
は
お
済
み
で
す
か
？

　
瑞
浪
商
工
会
議
所
で
は

決
算
・
確
定
申
告
相
談
を

行
い
ま
す
。

※
記
帳
相
談
料
が
必
要
で
す
。

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
場
所

瑞
浪
商
工
会
議
所

■
日
時

３
月
7
日
㈪

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

■
持
ち
物

　
昨
年
度
の
決
算
書
・
確

定
申
告
書
の
控
え
、
帳
簿
、

国
民
健
康
保
険
、
国
民
年

金
、
生
命
保
険
・
個
人
年

金
、
損
害
保
険
料
、
寄
付

金
等
の
控
除
証
明
書
、
医

療
費
の
領
収
証
（
人
別
に

集
計
を
お
願
い
し
ま
す
）、

配
偶
者
の
源
泉
徴
収
票
、

印
鑑
、
筆
記
用
具
・
電
卓
、

　
令
和
元
年
分
以
降
の
所

得
税
の
確
定
申
告
書
作
成

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
2
か
所

以
上
の
給
与
所
得
が
あ
る

方
、
年
金
収
入
や
副
業
等

の
雑
所
得
が
あ
る
方
な
ど
、

ス
マ
ホ
専
用
画
面
（
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
見
や
す
い

画
面
）
を
ご
利
用
い
た
だ

け
る
方
の
範
囲
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
分
（
令
和
４

年
１
月
上
旬
〜
）
か
ら

は
、
ス
マ
ホ
申
告
の
対
象

範
囲
に
特
定
口
座
年
間
取

引
報
告
書
（
上
場
株
式
等

の
譲
渡
所
得
等
、
配
当
所

得
等
）、
上
場
株
式
等
の

譲
渡
損
失
額
（
前
年
繰
越

分
）
及
び
外
国
税
額
控
除

が
追
加
さ
れ
る
ほ
か
、
ス

マ
ホ
の
カ
メ
ラ
で
給
与
所

得
の
源
泉
徴
収
票
を
撮
影

す
る
こ
と
で
、
そ
の
記
載

内
容
を
直
接
入
力
し
な
く

て
も
、
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
の
該
当
項
目

に
自
動
入
力
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま

す
ま
す
便
利
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
ぜ
ひ
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
のe-Tax

申

告
を
ご
利
用
下
さ
い
。

　「
労
働
保
険
」
と
は
、

労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の

総
称
で
す
。

　「
労
災
保
険
」は
、臨
時・

ア
ル
バ
イ
ト
等
で
あ
っ
て

も
雇
用
し
た
労
働
者
は
全

て
対
象
と
な
り
ま
す
。

　「
雇
用
保
険
」
は
、
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
も
、

一
週
間
の
所
定
労
働
時
間

が
20
時
間
以
上
で
、
か
つ

雇
用
見
込
み
が
31
日
以
上

で
あ
る
場
合
は
雇
用
保
険

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
加
入
手
続
を
行
っ
て
い

な
い
事
業
主
の
方
は
、
す

ぐ
に
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
詳
細
は
、
岐
阜
労
働
局

総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
５
８
‐
２
４
５
‐
８

１
１
５

事
業
主
の
皆
様
へ

労
働
保
険
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
！

転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
の
写
し
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

瑞
浪
商
工
会
議
所

決
算
・
確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に
！

決
算
・
確
定
申
告
相
談
の
お
知
ら
せ

今
回
は
株
式
会
社
美
濃
椎
茸

さ
ん
の
ご
紹
介
でThinking 

I

さ
ん
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

創
業昨

年
の
令
和
３
年
１
月
に
脱

サ
ラ
し
て
開
業
い
た
し
ま
し
た
。

三
重
の
大
学
を
卒
業
後
、
名

古
屋
の
商
社
に
就
職
し
、
樹
脂
、

ゴ
ム
、
金
属
の
加
工
品
な
ど
を

扱
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

土
岐
市
の
工
具
商
社
に
転
職
し

ま
し
た
。
や
が
て
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
い
る
よ
り
は
、
自
分
で
商

売
を
行
い
た
い
と
い
う
思
い
が

強
く
な
り
、
ま
た
勤
め
て
い
た

会
社
の
後
押
し
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
自
宅
を
事
務
所
に
し
て

起
業
し
ま
し
た
。

仕
事
内
容

主
に
樹
脂
、
ゴ
ム
、
金
属
な

そ
う
す
れ
ば
未
来
が
見
え
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

楽
し
い
事
業
が
あ
れ
ば
、
ど

ん
ど
ん
や
っ
て
み
た
い
と
は
思

い
ま
す
が
。

趣
味バ

ド
ミ
ン
ト
ン
で
す
。
高
校

の
時
に
部
活
に
入
っ
て
か
ら
今

も
続
け
て
い
ま
す
。
市
民
大
会

で
は
６
連
覇
中
で
す
。
子
ど
も

も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
や
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
関
係
か
ら
多
治

見
の
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
コ
ー

チ
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
家
に
い
る
時
は
、

YouTube

の
ホ
ラ
ー
動
画
を

見
る
こ
と
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
配
信
さ
れ
る
方
、
２
〜
３

日
ご
と
に
配
信
さ
れ
る
方
な
ど

い
て
、
新
し
く
ア
ッ
プ
さ
れ
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

Thinking I

瑞
浪
市
学
園
台
３
‐
１
‐
４

代
表
社
長
　
岩
島
　
祐
貴

☎
０
９
０
‐
５
６
０
３
‐

　
５
６
３
９

次
回
は
有
限
会
社
や
ま
に
　

さ
ん
を
訪
問
し
ま
す
。

ど
の
加
工
品
を
販
売
す
る
仕
事

で
す
。
工
場
な
ど
の
機
械
設
備

部
品
で
安
く
な
ら
な
い
か
と
か
、

少
々
価
格
が
上
が
っ
て
も
耐
久

性
が
あ
る
も
の
が
欲
し
い
と

い
っ
た
相
談
を
受
け
、
材
料
な

ど
を
提
案
し
た
り
し
ま
す
。
ま

た
、
現
物
か
ら
図
面
を
起
こ
し

た
り
し
て
、
ご
要
望
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
な
ご
提
案
を
し
ま
す
。

ご
注
文
い
た
だ
い
た
品
は
外
注

先
に
製
作
を
依
頼
す
る
な
ど
し

て
納
品
し
ま
す
。
主
に
生
産
工

場
を
営
業
に
回
っ
て
ご
提
案
す

る
こ
と
も
し
て
い
ま
す
。
一
度

お
取
り
引
き
し
て
い
た
だ
く
と
、

ご
信
頼
し
て
い
た
だ
き
再
注
文

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多
い
で

す
。モ

ッ
ト
ー

「
ま
ず
や
っ
て
み
る
」
で
す
。

検
討
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
が
、

そ
こ
で
立
ち
止
ま
っ
て
い
て
は

何
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。
と
り
あ

え
ず
、
や
っ
て
み
て
、
そ
れ
で

ダ
メ
な
ら
ば
修
正
を
し
て
、「
な

ん
と
か
す
る
」
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
提
案
し
た
商
品
が
そ
の

機
械
に
合
う
か
は
や
っ
て
み
な

い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
だ
か
ら
、
ま
ず
動
き
ま

す
。
修
正
し
た
も
の
を
さ
ら
に

微
調
整
す
る
こ
と
も
多
々
あ
り

ま
す
。
う
ま
く
い
っ
た
と
き
に

は
、
も
の
づ
く
り
に
携
わ
れ
て

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

将
来
に
つ
い
て

ま
だ
開
業
し
て
２
年
目
に

入
っ
た
と
こ
ろ
な
の
で
、
今
を

頑
張
る
こ
と
し
か
な
い
で
す
。

岩島　祐貴氏

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
う

機
械
設
備
部
品
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

「
ま
ず
や
っ
て
み
る
！
」
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事
業
主
の
方
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
写
し
、
も

し
く
は
通
知
カ
ー
ド
と
運

決
算
・
確
定
申
告
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
のe-T

ax

申
告
を

新型コロナウイルス感染症マル経融資
条　　　　 件 売上高が前年同月比5％以上減少し、かつ商工会議所の経営支援を受けていること
担保・保証人 無担保・無保証人 融 資 限 度 額 別枠　1,000万円
金　　　　 利 当初3年間基準金利より▲0.9％引下げ、それ以降は基準金利　R4年2月18日現在　※基準金利1.21％
貸 付 期 間 運転資金7年以内（据置3年以内）、設備資金10年以内（据置4年以内）

利 子 補 給 個人事業主又は、売上高が15％以上減少している法人事業者は3年間利子補給あり
上記以外の法人事業者は、市の利子補給1年間あり

詳しくは瑞浪商工会議所へお問い合わせ下さい

経営セーフティ共済は取引先の突然の倒
産時にあなたを守る安心の共済制度です。
・最高3,200万円の共済金の貸付
・共済金の貸付は無担保・無保証
・掛け金は5,000円～80,000円／月
・掛け金は税法上損金又は必要経費に算入
【お問い合わせ先】瑞浪商工会議所まで

セーフティ共済

Thinking I

岐阜労働局職業安定所　職業対策課　助成金センター
☎ 058-263-5650


